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学ぷ防災◎滅災敬重 参加者参集宣

< 参加費領瀦 > 〆切5 月冨田

参 加 申 込 書
日程: 5月1 郁火) - 5 月18 日(土) 1 ∝ll ■ - 1 8 : l O ● 掛 日は1 8: 0 0 まで
場所: 東北せカグり - ンプラザ くアクアホ ー ル >

自然災手回日本に住む私たちIも いつ ･ どこで災脊に遣適するか分わか電唆せん｡
そのような時に先人の多くの体験をも出こ､ 子供から大人まで災手機 緻 嘲 する知慮を
学ぺるツ ー ルがあることをごぞんじですか?

t くつかご紺介いたしましピ‖
･ 災奉 職 こる前に､ 究魔の判附こ遭遇した時の対応をシュミレ ー ション山東る｢ク甘スロ ー F
ダ ー ｣ ∪
･｢ 架線人が目の前で倒れたら､ あなたはとうu Eすか ? ｣ D Ⅵ 姥 見ながら陶骨圧迫 ･ 皿
の使用方法を学ペるけⅥl ㈹ 鼻クー｣
･ 歌+ 防災知飴十健康僻操を撃ぺる｢ 歩 一 触 l ヽモう(ズ ｣ ズ ー 弁■ 柵 ｣ 響

まだまだ多くのツ ー ルが古軌 囁すが､ 今回は｢ 心の検事を龍城J｢災専に対応する技術･ 知鵡
を身に付ける｣｢ 餞劇な体づくり｣ の｢心 磯( 知) ･ 体｣ を皆増とご 一 鰍こ学 臓 l せ月凱喰す｡
多くの皆様の ､ と参加をお持ちして居ります｡

･ ●加希望日& こ希望コ ー スを､ メ ー ルかt 藍でお申込みくだ凱 ヽ
(例) ( 5月14 日歩 一 歩たいそう･ 歌)
金加ご魚篭 の縮に丸をお付け下さい

コ ー 鳩 触 人 5 月 川 8 1 5 月l 和 l 長月l 柑 1 8 月l 柑1 5 月l 柑
q)ワン ボイン 桝 ズ 11: 8 l

-

1†:8 l 槻 員 御 免夙に､ こ参加いただ蕾ます｡

⑳P U 組 ㈱ 圧迫･ 皿 ) l l;3 l - 1 1:4 8 1 嶋

⑳参- - ･ 批 I q う ･ t 加 一 ｣ ■ 坤 11 監15
-

1 8: 00 1 6 名 ★

⑳クロスロ ー ドサトム t 筑3 0
-

1 勤川 5拓名

⑳齢 さい駅伝他 l 悶l -

1 ` :4 8 l 鴫

鴇 - の橋以外の時問御こ行l 嗜す∴定員になり次鯵申u 掴 め切らせて 聯 す
鱒上野時間､ 体験内容に関しましては人数等により変更する場合択=ざいます｡
その際は､ 何準ご容赦の程よろしくお観い申し上げます.
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☆年月1 叩 l寧;15
- 1 叫 叫l 槻 楯 山形忠弘先生｢健康と防災｣ のお膳

･ 5月14 臥 5 月15 日 ｢ぽうさい駅伝｣ 制作(財) 市民防災研東新 細山薩司氏央仙予定
･ 5月1丁日､ 5 月18 日｢クロスロ ー ドゲ ー ム｣｢ ぱうさいダック｣ の生みの親である
慶應義塾大学 寺川肇手先生凛仙予定
･ 5 月1 8 日危機管瑠勉強会瑠藤塾 塾長辞騰貴長束仙予定
* 当日は､ 防災グッズの展示の霹 鋼 グッズに 岨 沌出来ます｡
･ 古正勝 卦 女 鹸
ふ 嚇
･ こ氏名

･

l ト血 由l

･ 蜘 号

く 腑 ､合わせ･ 申し込み鬼> わしん 蟻 都 田中
E

一

血 姐: 8 0 nd 止8 ●ib 叩 @ d o ¢○血○血&jp
Ⅷ 一 122 - 2 朗 - 8 82,

く お申込みl 憾 ました剃丸 お手■です 軸 ぜ 槻 鶴の上､ 申込 恥 当日こ持参頂ければ串l 咋 ナ>

●龍山 ､防災 ･ 舶 蜘 中 級 己 脚 醐 人情 級 紗 撤 肋 し

如 l 曝瓜 ･ 棚 ナ 軸 内で. 利用さ 柵 咄 t l h




